
行田創生に向けたこれまでの“まちづくり”
～古いものを大切にしながら、新しい文化を生み出す～

資料 １

ふるさとづくり事業 
行田らしいまち並みづくり 

事業 

「足袋のまち行田」活性化 

プロジェクト 

旧忍町信用組合店舗の 

移築・改修事業 

 足袋蔵などの貴重な歴史

的建築物の保存と活用を

図るため、それら建築物を

ＮＰＯ法人などの団体が改

修し、公共性のある活用を

行う事業に対して、最大２

千万円の助成を行っていま

す。 

 この事業の財源には、国

の外郭団体からの補助金

やふるさと納税の寄附など

を活用しています。 

 ふるさとづくり事業の助

成を受けて整備された牧

野本店が面する北谷通り

など、行田市駅周辺の歴

史的街路やまち並み景観

の整備を、平成２７年度か

ら国の社会資本整備総合

交付金を活用して進めて

います。 

 地域に点在する足袋蔵

などの歴史・文化遺産を

活かした良好なまち並み

景観を整備し、賑わいを

創出します。 

 平成２８年１０月に、市・

商工会議所・市内の足袋

事業者などによる「足袋の

まち行田」活性化推進協

議会を立ち上げました。 

 国の地方創生推進交付

金を活用し、３ヵ年事業と

して、足袋製品の販路拡

大、新商品の開発、イベン

トなどを通じた「足袋のま

ち行田」のＰＲ活動などの

事業を推進しています。 

 市が寄附を受けた市指

定文化財で、行田の足袋

産業を支えた旧忍町信用

組合店舗を、国の地方創

生拠点交付金などを活用

して水城公園東側園地に

移築し、改修・復原を今年

度進めています。 

 歴史的建築物の魅力を

活かすとともに、市民が交

流できるカフェとして整備・

活用することでまちなかの

賑わいを創出します。 

行田市 

主な取組 

牧禎舎 北谷通り 



日 本 遺 産 地 域 活 性 化 ビ ジ ョ ン
～　歴 史 が 薫 る ま ち 行 田　～

確立 

効果 

・国内外ツアー誘致 

・物産館及びイートイン施設整備 

・駐車場、交通アクセスの整備 

・歴史的まち並み景観の形成 

・広域観光ルートの構築 

・地場産業を中心とした地域経済の 

 活性化 

・地域コミュニティの活性化 

・市民活動の活性化 

・足袋蔵や空店舗等のリノベーション  

 

・構成資産の保存施策の推進 

・体験型施設の拡充 

・歴史的街路の整備 

・市街地回遊ルートの構築 

・観光ガイドの育成 ・土産品の開発 

・足袋蔵コーディネータの養成 

・地場産業の後継者育成 

・ラグビーワールドカップ及び東京オリン 

 ピック・パラリンピックの観光客誘致 

・民泊等による宿泊施設の拡充 

・外国人観光客向けWi-Fi整備 

 

 

 

・国内外への情報発信 

・市民への周知と意識喚起 

・市内小中学生への周知と学び 

・案内板の設置とＱＲコードによる説明 

・「たびなび行田」の周知・活用 

・観光ガイドの充実  ・ＲＰＧの開発 

・足袋蔵等活用のマーケティング 

 リサーチ 

・ぶらっと行田等の土産品拡充 

・既存施設等の受入体制の整備 

・ガイダンスセンターなどの拠点づくり 

長期  「観光産業の確立」と「市民の郷土愛・誇り」の醸成 
（5～10年） 

中期  「地域資源の積極的な保存・活用」と「人材育成」 
（3～5年） 

短期  「おもてなし体制の整備」 
（1～3年） 

地域経済の活性化 雇用の促進 

交流人口の拡大 定住人口の増加 

行田市 

（チャレンジショップ、起業家支援、 
ふるさとづくり事業 等） 



日本遺産認定事業推進体制 

行田市日本遺産推進協議会 

行田市 行田市観光協会 

市民・活動団体 

民間事業者 

意見集約 

行田市 

確  立 

市
民
等 

○アイデア募集 
 

○モニターツアー 

民
間
事
業
者
等 

庁  

内 

○関係団体ヒアリング 
 
 

○ワークショップ 
 
 

○企業主体の研究会  

（地場産業、商品開発・パッケージ化等） 
 

○専門家によるアドバイス 
・日本遺産プロデューサーなどの活用 

○職員提案 
 

○若手職員政策研究 


